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?? ここで帝国主義と区別される帝国という概念は、Negri, Antonio and Michael
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異の運動」（social movements in differences）に変化してきたことを意
味する??。独裁体制での民主化運動はまさに「巨大な運動」であった。こ
の巨大な運動では反独裁という強力な時代的な共通課題が重視され、そ
のような統一性のもとで「下位水準」の差異をもった運動であった言う
ならば、民主化以降には「差異の運動」に分化して、その差異のうえに
「上位水準」の「連帯」を形成するようになると言える。韓国の市民運動、
その一部として反独裁運動はそのような分化にもかかわらず、「さらに
「高い次元での連帯性」を実現するために成功することができた。87年以
降に大衆の主体化に応じて市民社会運動はさらに分化してきており、こ
れはきわめて肯定的な現象であると言える。いまは分化してきた運動の
?? 曺喜 「「巨大な運動」への収斂から「差異の運動たち」への分化―?民主化過程
での社会運動の分化過程にする研究」を参照のこと。
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「差異」がそれ自体重視され、そのうえで時代的な「共通」課題―?たと
えば民主改革や反李明博政府、あるいは反自由主義［この自由主義はグロー
バルな市場経済のこと］―?を中心にして「差異を越える」連帯を築けるよう
になる。すなわち「統一性の連帯」から「差異の連帯」に変化する課題
に我々皆が直面しているのである。「差異の運動」への分化を否定的に見
る視角や反対に「差異」それ自体を重視する視角を越えて、差異それ自
体を尊重して同時に特定の時代的な「共通の課題」を中心とする「差異
の連帯」を重視しなければならないと考える。多様に分化した「差異の
運動」がどのようにその差異が尊重されながらも、新たな連帯性を築く
ことができるのかということが、韓国市民社会運動の核心的な挑戦と
なっていると言えよう。
結語
以上で我々は87年以降の社会運動の変化を「複合的分化」と概念化し
て、これを四つの次元で考察した。第一に、市民運動の分立と民衆運動
の組織的発展である。これは、反独裁民主化運動のなかで統合されてい
た自由主義的な社会運動と進歩主義的な社会運動の分化を意味する。第
二に、政治体系と経済体系の民主化を推し進める体系志向的な社会運動
が国民的運動に展開すると同時に、それまで周辺化されていた生活世界
的な運動が強まり注目される現象が起きるようになった。これを生活世
界的な運動の脱周辺化として表現した。第三に、87年以降に制度政治領
域が拡張されることに応じて、社会運動のなかに混合していた社会運動
の政治的要素が制度政治へ進入するようになった。「運動の政治化」が現
われるようになったのである。すなわち、一方で反独裁民主化運動の進
歩主義的な行為者たちは既成の中道自由主義政党―?はなはだしくは保
守主義政党―?の変形主義的な再編過程に参加する形態となって現わ
れ、もう一方では87年以降の市民社会の主体的活性化にもとづいて社会
運動の新たな政治性が拡張され、その結果、多様な形態の社会運動の制
度政治への進入の試みとなって現われるようになる。進歩政治勢力化、
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緑色政治運動、女性政治勢力化の試みなどをあげることができる。この
ような流れの一部として、87年以降の進歩政治勢力化の試みが進行して
きており、2004年の総選では、民主労働党の院内政党化が成し遂げられ
るようになった。第四に、民主化過程は地球化過程と結合して進行した
が、この過程で超国民国家的なイシューを対象にする運動が拡張した。
これを地球化した秩序を前提とする「反帝国的運動」の出現と拡散と表
現した。さらには地球化の経済的側面だけではなく、イラク戦争以降の
地球化の軍事主義的側面に対抗する超国境的な反戦平和運動が広がりを
指摘した。
次に筆者は、反独裁の民主政府時代が過ぎ、新保守政府［李明博政権］の
出現という新しい条件を、ポスト民主化として把握し、このような支配
の変化に応じて運動の性格と表現の様相も変わってきたことを、蝋燭デ
モを通じて分析した。その分析を通じて、韓国の民衆運動と市民運動が
蝋燭デモに表現された新しい抵抗的な躍動性を専有することによって、
どのように自分を豊富化すべきかに対して、さらにはどのように「差異
の連帯」を組職化すべきかを論じた。
本稿を終えるにあたり、筆者は韓国社会運動の今後の挑戦と関連して、
二つの点に言及しておきたい。一つは、韓国の社会運動は比較社会的な
観点から見るとき、きわめて躍動的であり、国家、制度政治、市場など
に対してきわめて大きな影響力をもっているという事例である。実際に
対抗ヘゲモニー的な実践としての韓国の社会運動の躍動性は、韓国の国
家と資本の賎民性と暴力性、反民主性のような条件によって可能であっ
たと言える。いまは韓国の国家と資本が一定の程度は合理性と民主性を
獲得していく―?これは運動が「強制」したことでもある―?のに対応
して??、どのように賢い対抗ヘゲモニー的な実践を組織するのかという
?? これを筆者は「非正常性に対する抵抗から正常性に対する抵抗への変化」と表現
する（曺喜 『非正常性に対する抵抗から正常性に対する抵抗へ』ソウル、2004年
当代）。
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ことが重要な課題になっていると考える。
もう一つは、韓国の社会運動がより「民族主義」あるいは「国民主義」
的な観点を越えて運動を展開することができるかという点である。韓国
の社会運動は、自分たちの運動の議題を「唯一無二な」「特殊な」もので
あると考えて運動する場合が大部分である。しかしいまは議題を普遍的
な議題の特殊な表現形態であると接近する努力がより切実となってい
る。たとえば、朝鮮半島で起こった多くの虐殺事件は「国家暴力と虐殺」
であるというよりも、普遍的な主題の特殊な事例である。光州抗争は全
斗換という唯一無二な野蛮集団によって起こされた事件でもあるが、人
類歴史の全過程で表現された国家暴力による普遍的な犠牲事例の一つで
もある。我々が闘争する事例をより普遍的なイシューとして把握すると
き、光州虐殺に劣らない関心をもって1965年のインドネシアで起きたス
ハルトによる100万人の虐殺事件やアチェ虐殺事件も我々の関心の対象
になりうるであろう。筆者はこれを韓国の社会運動の「普遍的読解」で
あると表現したい。まさにこのような思考の転換のなかで、私たちが「大
韓民国」の限界を飛び越え、地球的議題を、また隣国で発生する多様な
イシューを引き込むことができるものと見る。ある意味で我々にはとて
も強い民族主義的な視角が存在する。韓国社会の人種的・文化的な同質
性は、韓国の運動さえも地球村の隣人に向けて閉じる状態へと作用して
いる。外国人労働者の追放問題や、はなはだしくは挺身隊問題、過去清
算問題も一種の「民族主義」的視角から接近する傾向が存在する。地球
化時代には、まさにこのような我々の限界を省察的に眺め克服しようと
する努力が切実であると考える。このような努力は、まさに我々がより
脱民族主義的・脱国民国家義的な点から、他国の社会の問題、あるいは
韓国社会に存在する問題に向き合うことから始まると筆者は信じてい
る。
＊本稿は、2011年７月11日に札幌学院大学において開催された日韓
フォーラム in札幌に用意された曺喜 教授の原稿を翻訳したもので
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ある。朴鍾碩（北海道大学法学部助教）は曺喜 教授の発表の討論者
を担当した。
曺喜 （チョ・ヒヨン）教授紹介
聖公会大学校教授であるとともに、韓国の市民社会運動の理論的指導者
の一人でもある。とりわけ参与連帯には発足時から参加しており、2000
年の落選運動にも貢献している。まさに曺喜 教授によって、韓国の市
民運動はそれまでの反急進主義的な視角から脱却し、民衆運動との連携
を模索するようになった。現在の進歩陣営にとって曺喜 教授は大きな
存在となっている。著書は単著・共著が多数あり、ここではそのごく一
部をあげておくことにする。
単著
『階級と貧困』1993年
『現代社会運動と組織』1993
『韓国の国家・民主主義と社会運動』1998年
『韓国の民主主義と社会運動』1998
『朴正熙と開発独裁』2007年
『動員された近代化―?朴正熙開発動員体制の政治社会的二重性』2010
年
共著・編著
『韓国社会構成体論争１－２巻』1989年
『韓国社会構成体論争３－４巻』1991年
『韓国社会論』1990年
『韓国社会運動史』1992年
『韓国民主主義と社会運動の動学』2001年
『NGOガイド』2001年
ほか多数。
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